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信心は「めざめ」か「おまかせ」か
2014.6.4 甘露の会 於ビューポートくれ 岩崎智寧

■はじめに―信心の説明・表現―
まかす…「まかせよ必ず救う」（本派布教の常套句）…三業惑乱以後（信楽）

…それ以前は蓮如「たのむ・たすけたまへ」
親鸞の用例
「まかす」○

ただ願力にまかせて（『末燈鈔』『真聖全』2-685『註釈版』743）
ただ如来にまかせまいらせおはしますべく候

（『末燈鈔』 9『真聖全』 2-669『註釈版』 781）
ただ如来の誓願にまかせまゐらせたまふべく候ふ。

（『末燈鈔』 10『真聖全』 2-670『註釈版』 782）
ただ仏にまかせまいらせたまへ

（善性本『御消息集』 2-714『註釈版』 798）
…「はからひがない・はからはない」とセット・対義語として

古語としてぽゆだねる｡任せる｡ま従う｡（学研『古語辞典』）
現代語として①自分のすべきことを他の人に代行してもらう｡頼ん

でその人のしたい通りにやらせる｡ゆだねる｡②なすま
まにさせる｡（「まかせる」学研『国語大辞典』）

「たのむ」○「たすけたまへ」×
ただ如来の至心信楽をふかくたのむべし

（『尊号真像銘文』『真聖全』 2-578『註釈版』 644）
本願他力をたのみて自力をはなれたる、これを「唯信」といふ。

（『唯信鈔文意』『真聖全』 2-639『註釈版』 699）
現代語の「たのむ」は、他に対して願うという意味が主であるが、
古語の「信頼する」「たよる」「まかせる」という意味が主であり
『御文章』はその意味で用いられる。希（祈）願請求×許諾○

（『安心論題綱要』P49勧学寮）
めざめ体験…信楽峻麿

親鸞の用例…めざめるという表現はみられないい
…仏教の原理的本質的側面からの理解・発信

能入位の信（二元的・対象的）
→能度位の信 citta-prasAda 心澄浄（一元的・経験的）

＝出世的な智慧・三昧･見仏と重層…めざめる
信心清浄なれば、華開けてすなはち仏を見たてまつる。

（龍樹『十住毘婆沙論』『七祖篇註釈版』 17）
→「信心歓喜」「信楽」（『無量寿経』）
→「信心の智慧」

左訓「信ずるこころのいでくるは智慧の起こるとしるべし」
（親鸞『正像末法和讃』『真聖典』 2-485『註釈版』 606）

…選択本願を見る・仏を見る・如来を拝見・仏恩を知る
＝究極的真実なるものとの値遇体験（『真宗学概論』 191）

■視点 信楽先生…体制（社会・教団）内教学をどう超えるか（←戦争体験）
…仏教としての浄土真宗の真実性を現代社会に弁証する

私…カウンセリングに学んで見えてきたこと
■①「おまかせ」の内実…そのままの救い

梯實圓 『観無量寿経』下々品「転教口称」の解説
一切の衆生を平等に救う絶対的な本願力の前には、凡夫の心の善し悪し
は、役にも立たなければ邪魔にもなりません。ですから本願の念仏は、
わが心の善し悪しに目をつけず、「お願いだから念仏して浄土に生まれ
ておくれ」とおおせられる本願のみことばをはからいなく受け入れて、
本願力に身をまかせ、ただみ名のみを称えればいいのです。ありがたく
思った心でたすかるのでもなく、まして称えている口のはたらきで救わ
れるのでもありません。ただ南無阿弥陀仏が救いたまうのです。だから
心に仏の徳を思い取ることができなければ、できないまま、ただ口に南
無阿弥陀仏ともうせば、南無阿弥陀仏の力で往生せしめられると教えた
わけです。（聖典セミナー『観無量寿経』本願寺）

【参考】
『観経』下々品

五逆・十悪の愚人、命終らんとする時に臨みて、善知識の、種々に安慰して、
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ために妙法を説き、教へて念仏せしむるに遇はん。この人、苦に逼められて
念仏するに遑あらず。善友、告げて〈なんぢもし念ずるあたはずは、まさに
無量寿仏を称すべし。（『観無量寿経』）

親鸞の解釈
「汝若不能念」（観経）といふは、五逆・十悪の罪人、不浄説法のもの、
やまふのくるしみにとぢられて、こころに弥陀を念じたてまつらずは、
ただ口に南無阿弥陀仏ととなへよとすすめたまへる御のりなり。これは
称名を本願と誓ひたまへることをあらはさんとなり。一念に十八十億劫
の罪を消すまじきにはあらねども、五逆の罪のおもきほどをしらせんが
ためなり。 （『唯信鈔文意』『真聖全』2-653『註釈版』716）

高松秀峰
長い間お寺の世話やお聴聞をしてきたが、自分には何も残っていない、このまま
死んでいくのは恐ろしくてしょうがない、病室に法話にきていただけないか

僧侶であることによって私の心に立派なもの、確かなものがあるように
見えるかもしれませんが、私にも何にもないんです。だから阿弥陀さま
は法蔵菩薩の時、大変なご苦労をされました。五劫のあいだ何ももって
いない私を、もっていないままにさとりに至らせる方法を考えぬき本願
を建て、兆載永劫の果てしない時間の修行により南無阿弥陀仏と成られ
ました。ありとあらゆる徳をその名にこめて「必ずすくう」と呼びかけ
続けてくださってます。私の心の受け取り方などによって微塵も左右さ
れない確かなことです。私も何もないままお浄土に参らせていただきま
す。何の心配も要りません。大丈夫です。（『宝章』 37 号）

別れ際に嗚咽をもらしながら手を握りしめてくださいました。（略）仏になるの
に足しになるもの一切持ち合わせていないがゆえに私に先立ち、如来の側で完全
なものとして仕上げてくださっていることがらが、どれほど頼もしく力強いもの
であるか、いただくばかりです。

私見
…死後の浄土に往生する話←下々品・臨終間近かな人への説法
…課題＝「死」
…仏力・慈悲の強調
…人間（称名という行為・意識）は一切問題ではないと説く
…変化は不要と説く（問題にしない）
…そのままの救い…いわゆる「石と船」型の救い

石の自性（＝沈む）変わらない＜本願力→石の心・行為は不問
…課題によって果たす役割に問題

…差別・戦争等、さまざまな社会矛盾を問えず結果として肯定

はじめて仏のちかひをききはじむるひとびとの、わが身のわろく、ここ
ろのわろきをおもひしりて、この身のやうにてはなんぞ往生せんずると
いふひとにこそ、煩悩具足したる身なれば、わがこころの善悪をば沙汰
せず、迎へたまふぞとは申し候へ。（『末燈鈔』『真聖全』2-691『註釈版』740）
…対象…仏教初門の人で、自己の罪業・悪心に苦しむ人

…死後に不安や恐怖を感じている人
このまま死んでゆきさえすりゃ親んところだけんのう。こっちは持ち前
の通り、死んでゆきさえすりゃええだいのう。（『妙好人因幡の源左』）

一念の願は。二念におよはさらむ機のためなり。尋常の機に通すへくば、
上尽一形の釈あるへからす。（略）たた本願にあふ機の遅速不同なれは、
上尽一形下至一念と、おこしたまへる本願なりと、こころうへきなり。

（法然聖人「禅勝房との十一箇条問答」『真聖全』 4-216）
臨終の機…一念≠上尽一形
尋常の機…上尽一形→多念

…対象…臨終間近かな人（観経下々品も）後がない人

如来より御ちかひをたまはりぬるには、尋常の時節をとりて臨終の称念
をまつべからず、ただ如来の至心信楽をふかくたのむべしとなり。

（『尊号真像銘文』『真聖全』 2-578『註釈版』 644）
…心理…確かなもの（お慈悲）より大きいもの（本願力）を提示して希

望を与え、課題（死の不安や罪悪感）を相対化（縮小）する
…抱えている課題全てを一度に不問にする
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■②「めざめ体験」の内実…まったく新しい人生のはじまり
信楽峻麿

それはあたかも夜が明けて朝が来る、恐ろしい夢がさめて正気となるよ
うなものです。夜が明けるということは、暗い夜と明るい朝との同時体
験です。（略）信心において、私はとても地獄一定の存在であるという
ことと、私はすでに往生一定の存在であるということを、同時に体験す
るとは、このように夜が明けること、夢からさめることのように、まっ
たく矛盾対立する明暗、迷悟なる二種の事象について、全く同時に深く
知覚し、「めざめ」ていくことを意味するものであります。（略）信心
を生きるということは、この生死迷妄、愚痴無明のただ中に生きつつも、
しかも同時に、すでにその愚痴を離れ、その無明を転じながら、真実に
根ざしつつ仏と共にいきていくこと、そういうまったく新しい人生が確
立されてくることを意味するものであったわけです。（『真宗学概論』）

私見
…生きている今、光に出あう話（≠死後浄土に往生する話）
…課題＝「人生」…（関係性の中で）生きる姿勢・死に向き合う姿勢
…めざめ体験＝光と闇の同時成立（≠「石＜本願力」）
…まったくあたらしい人生になる（≠石の自性はかわらない）
…変化する（変化を問題にする）
…全ての課題に対する基本構造（めざめ≒認知の変化）

仏の御名をもきき念仏を申して、ひさしくなりておはしまさんひとびと
は、後世のあしきことをいとふしるし、この身のあしきことをばいと
ひすてんとおぼしめすしるしも候ふべしとこそおぼえ候へ。（略）
かく（わがこころの善悪をば沙汰せず、迎へたまふぞ）ききてのち、仏
を信ぜんとおもふこころふかくなりぬるには、まことにこの身をもいと
ひ、流転せんことをもかなしみて、ふかくちかひをも信じ、阿弥陀仏を
も好みまうしなんどするひとは、もとこそ、こころのままにてあしきこ
とをもおもひ、あしきことをもふるまひなんどせしかども、いまはさや
うのこころをすてんとおぼしめしあはせたまはばこそ、世をいとふしる
しにても候はめ。また往生の信心は、釈迦・弥陀の御すすめによりてお
こるとこそみえて候へば、さりともまことのこころおこらせたまひなん
には、いかがむかしの御こころのままにては候ふべき。

（『末燈鈔』『真聖全』 2-691『註釈版』 740）
…対象…仏の御名を聞き念仏を申して久しい人々

…仏を信ずるこころが深くなった人
…この身を厭い、流転することを悲しんで、深く誓いを信じ阿弥

陀仏を好んだりする人
「阿弥陀仏を好みまふしなんどする」

（信楽）仏を好む、仏を信じる（『末燈鈔』20 通レジュメ）
（本願寺・石田瑞麿・霊山勝海）称名念仏
…御消息冒頭「阿弥陀仏をもまふさずおはしまし候ひしが」

に重なっているよう
…信心は変化をともなう（世をいとうしるし）
…人間の心や行動を問題（対象）にする＝変化を問題にする
…対象…尋常の機（後がある人）

…いま弥陀のちかひをもききはじめておはします身
…無明の酒に酔い貪欲・瞋恚・愚痴の三毒をのみ好んでいた

が、少しずつ阿弥陀仏の薬を常に好む身となった。しかしま
だ無明の酔いはさめていない人（御消息の前半）

…課題＝この世の生き方
…心理…抱えている個別の課題が一体何なのかに対象化し気づいてゆく

…毒が毒と分かる
…不真実へのめざめ＝真実へのめざめ

…無明が無明と分かる以外にさとりはない
…不平等が不平等と分かる以外に平等はない

念仏申し候へども、踊躍歓喜のこころおろそかに候ふこと（略）いかに
と候ふべきことにて候ふやらん（『歎異抄』『真聖全』2-777『註釈版』836）
…課題＝踊躍歓喜の心が粗略･不十分だ・どういうことか（混沌）
→×私の方は関係ない・おまかせだ
→○親鸞もこの不審ありつるに（略）よくよく案ずれば（略）踊躍歓喜

のこころよろこぶべきこころをおさへてよろこばざるは、煩悩の所為
なり（当然喜ぶはずの心を抑えて喜ばせないのは煩悩のせいである）
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【MEMO】
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■まかす
□親鸞における「まかす」の用例

往生はともかくも凡夫のはからひにてすべきことにても候はず。めでた
き智者もはからふべきことにも候はず。大小の聖人だにも、ともかくも
はからはで、ただ願力にまかせてこそおはしますことにて候へ。

（『註釈版』 742-743）
往生の業には、わたくしのはからひはあるまじく候ふなり。あなかしこ、
あなかしこ。ただ如来にまかせまゐらせおはしますべく候ふ。あなかし

こ、あなかしこ。（『註釈版』 781）
仏智不思議と信ぜさせたまひ候ひなば、別にわづらはしく、とかくの御
はからひあるべからず候ふ。ただひとびとのとかく申し候はんことをば、
御不審あるべからず候ふ。ただ如来の誓願にまかせまゐらせたまふべく
候ふ。とかくの御はからひあるべからず候ふなり。あなかしこ、あなか
しこ。（『註釈版』 782）

補処の弥勒におなじ位に信心の人はならせたまふゆゑに、摂取不捨とは
定められて候へ。このゆゑに、他力と申すは行者のはからひのちりばか
りもいらぬなり。かるがゆゑに義なきを義とすと申すなり。このほかに
また申すべきことなし。ただ仏にまかせまゐらせたまへと、大師聖人（法
然）のみことにて候へ。

（『註釈版』 798）
■「めざめ」の用例

見あたらない
□信楽峻麿

【Ⅱ】真宗の信心（『真宗の大意』）
第五章 めざめ体験を信心という（『現代真宗入門』）

□仏教における信
citta-prasAda 心澄浄 「信楽」「信心歓喜」の原語

prasAda ①澄浄②喜悦
知的な営みとして

□浄土真宗における
智慧の信心
awakening として まったく主体的にその意識のもっとも深層のところで
経験的に「知られてくる」「分かってくる」ことをいうのです（同書 101）
日本語では「腑に落ちる」「思いあたる」
becomingi
目ざめ体験において変革されて

知ることは成ること＝しるし「徴」

深心＝ deepmind 深いめざめ体験

たのむ・たすけたまへ

※たのむ…○
たすけたまへ…×

□たのむ
如来より御ちかひをたまはりぬるには、尋常の時節をとりて臨終の称念をまつべ
からず、ただ如来の至心信楽をふかくたのむべしとなり。

（『尊号真像銘文』広本『註釈版』 644）
□たのま
弥陀仏の御ちかひの、もとより行者のはからひにあらずして、南無阿弥陀仏とた
のませたまひて、迎へんとはからはせたまひたるによりて、行者のよからんとも
あしからんともおもはぬを、自然とは申すぞとききて候ふ。

（『親鸞聖人御消息』『註釈版』 699）



- 6 -

（『正像末法和讃』『註釈版』 621）
□たのみ
本願他力をたのみて自力をはなれたる、これを「唯信」といふ。

（『唯信鈔文意』 699）
それにつけても念仏をふかくたのみて、世のいのりにこころにいれ て、申しあ
はせたまふべしとぞおぼえ候ふ。（『親鸞聖人御消息』『註釈版』 781）

□たすけたまへ 用例にはない
われらがこころのよきをばよしとおもひ、悪しきことをば悪しとおもひ
て、願の不思議にてたすけたまふといふことをしらざることを、仰せの
候ひしなり。（『歎異抄』『註釈版』 834）


